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Summary

TwomammalianspeciesincludingMyodesrufocanc～S(abbreviatedtoruf)and拡 ■ULI(rex)(Micro-

tidae:Rodentia)werecollectedonHabomaiIs.includingShikotanI .(abbreviatedtoSk),Shibotsu

I.(Sb)andTarakuI.(Tr),andtheywereexaminedhelminthologically .Uptonow,4nematode

speciesincludingノ 訪8∂o㌘ 飴(2!か 按 ∠な(Locality/hosもabbrev.:Tr/ruf),艶 ㎏ 刀ワosomum塑 加3霧z/L`l/

(Sk/ruf,Sk/rex),∠Syphaclamontana(Sk/ruf)andノ%～ ナ6ソ・ヨ廊spumosa(Sb/ruf,Tr/ruf),and2

cestodespeciesノ か 刀%四 譲9顕9ノ う0177ぬ(Sk/ruf,Sk/rex,Tr/ruf)and/4nop!oceplう 、3ノとldessp。(Sk/ruf) .

Thisseemstobethefirstreportoftheparasitichelmitnhsfromthemammalianspeciesinthe

islands.

緒 論

北 海 道 の 属 島 に生 息 す る野 ネ ズ ミ類 の 寄 生 蠕 虫 相 把 握 の 一 環 と して(Asakawaetal.,1992,!994;長

谷 川 ・浅 川 、 ・ ・)、今 回 、 歯 舞 群 島 で 採 集 され た ヤ チ ネ ズ ミ類2種 の寄 生 虫 に っ い て 検 索 す る こ とが で

きた 。 当 該 群 島 の 寄 生 蠕 虫 相 に っ い て はNadtOchi(1966,1970)の 断 片 的 な 記 録 の み で あ っ た の で 大 変

貴 重 で あ ろ う。

材 料 と方 法

1996年8月12～21日 、 歯 舞 群 島 の 色 丹 島(以 下 、 色 丹)(採 集 地 点 は マ タ コ タ ン、 マ ッ ガハ マ お よ び ホ ロ

ベ ッ;12沼 ～..)、 志 発 島(以 下 、 志 発)(ニ シ ウ ラ ドマ リ;20日)お よ び 多 楽 島(以 下
、 多 楽)(タ ラ

ク イ シ;21日)に て、 本 著 者 の ネ ベ ドンス カ ヤ が 、 パ ンチs‐ トラ ップ を 設 置 し、 野 ネ ズ ミ類 を 採 集 し

た。 採 集 され た野 ネ ズ ミ類 の種 お よ び数(括 弧 内)は 、 志 発/多 楽 が タ イ リクヤ チ ネ ズ ミ(以 下 、 ヤ チ)

Myoa'esrul`ocauus(3/21)、 色 丹 で は ヤ チ(5)の ほ か ム クゲ ネ ズ ミ(以 下 、 ム ク)11! ,yodesrex(7)お よ び

ヤ チ ネ ズ ミ属 の あ る種 琢odθ5sp.(以 下 、sp.)(1)で あ った 。 な お、 今 回 、 色 丹 で 捕 獲 さ れ た ヤ チ ネ ズ ミ

類 は、 岩 佐 ら(2001)ら が そ の上 顎 第3臼 歯 紋 エ ナ メ ル パ タ ー ンか ら種 同 定 を した 結 果 に従 っ た。 した

が って 、 岩 佐 ら(200Dに 未 記 載 の 検 体(標 本 番 号IN-SK-10)に っ い て は、 前 記 の よ うなsp.と して扱
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われた。

以上のうち、内臓 と消化管が付いた体部が10%ホ ルマ リン液で固定 ・保存されていた24検 体(内 訳:色

丹全13、 志発1、 多楽10)に っいて寄生蠕虫の検査を行 った。色丹 の検体 は岩佐 ら(200Dが 頭骨標本作

製 した後であ ったので、同島の検体には頭部は無か った。 しか し、志発/多 楽の検体 は両眼球 について寄

生虫件実施 した。なお、寄生虫検査法は浅川(1997)に 準 じ、諸臓器 ・消化管を取 り出 し、これら全てに

っいて実体顕微鏡下で精査 した。得 られた虫体 は70%エ タノー一ル液で再固定後、 ラクトフェノール液で透

徹、光学顕微鏡で検鏡 し、一部については写真撮影をした。 これら寄生虫標本は、現在、酪農学園大学野

生動物医学セ ンターに登録(WAMC/As/11964～11982)・ 保存され、一部は根室市郷土資料保存セ ン

ターにも保管予定である。

結 果 と考 察

5検 体 で寄 生 蠕 虫 が 未 検 出 で あ っ た が(内 訳:色 丹 ム ク3・ 多 楽2)、 他 か ら は次 の 蠕 虫 種 が 得 られ た

(括 弧 内 に 寄 生 部 位;島 ・色 丹 で は 宿 主 略 名/検 出 検 体 数 の 順 で 記 し た);線 虫 桿 線 虫 科Rhabdii;idae

磁 訪 盈擁(Pe!odera)α か 狛盈Sudha器eもSch駐1te,1986の 第3期 幼 虫(眼 球 周 囲 組 織;多 楽/2),ヘ

リ グ モ ソ ー ム ム科Ileligmosomidae謝 幽 硲 αη㎜(Pa!ahe!!gmosomum)照zη88励7Chabaud就

al.,X963(小 腸;色 丹 ・ヤ チ/5、 色 丹 ・ム ク/2、 色 丹Osp./1)(図1,2)、 嶢 虫 科Oxyuridae

εゆ 加 α滋 澱 α2勿z28Yamag就i,1943(盲 ・結 腸;色 丹 ・ヤ チ/2、 色 丹 ・sp./1)(図3)、 盲 腸 虫 科

Ileterakidae艶 妙 貿廊sparmasaSchneider,1866(盲 腸;志 発/1、 多 楽/4)(図4)、 膜 様 条 虫 科

IdymenolepididaeのHvmenolepishozrlda(LinstOw,1901)(小 腸;色 丹 ・ヤ チ/1、 色 丹 ・ム ク/2、

色 丹 ・sp./1、 多 楽/3)、 裸 頭 条 虫 科A漁oplOcephalidaeオz7の ゐo顔8伽 伽sp.(小 腸;色 丹 ・ヤ チ/1)

(図5,6)。

これ ら島 々 で 明 確 な 記 録 は 無 く、 特 にNadOtochi(1966,1970)で 全 く言 及 さ れ な か っ た κ(P.)

αか 融加 と条 虫 類 は初 め て の 記 録 とな る。 ま た 、 論 議 中 の 色 丹 産 ヤ チ ネ ズ ミ類(本 川 、2011)に っ い て 、

今 回 の よ うに 宿 主 が し っか り と同 定 さ れ た状 態 で(岩 佐 ら、200D寄 生 虫 の研 究 が な さ れ た の は これ が 初

め て で あ る。

検 体 数 が 限 られ た状 況 で の結 論 は危 険 で あ る が 、H.(P)yamagutiiが 色 丹 以 外 で 未 検 出 で あ っ た。

1検 体 の 志 発 は除 外 す る と して も、 多 楽 の10検 体 か ら得 られ な か っ た の は 特 筆 され た。 この 線 虫 は 国 後

島 、 北 海 道 の 本 島 と属 島 に 生 息 す る ヤ チ に高 率 に寄 生 し、 本 島 お よ び利 尻 島産 ム クか ら も普 通 に見 出 され

る(Nad醜ochi,1966;浅 川,1995;Asakawaetal.,1983,1992,・ ・;坂 田 ら,2001)。 同科 で 別 属 別 種

謝 幽 α娩 η01旛 左〃伽 諮(Nadtochi,1966)も ア カ ネ ズ ミ類 で は 普 通 に寄 生 す るが 、 離 島 に よ って

は 不 在 に な る な ど(Asakawaetal.,1992,1994;坂 田 、 未 公 表)、 ヘ リグ モ ソ ー ム ム科 線 虫 の 日本 列 島

お よ び そ の周 辺 の 地 理 的分 布 に は未 だ 未 知 の 点 が 多 い。 歯 舞 群 島 の ヤ チ ネ ズ ミ類 の 線 虫 相 に っ い て も今 後

の課 題 と した い。 条 虫 類 と して は種 同 定 は保 留 さ れ た が 浸〃⑳ ∂o瞬8伽 伽sp.の 発 見 は、 北 海 道 野 幌 産

ヤ チ 以 後 初 め て の 発 見 で あ り(Asakawaeta1.,1983)、 これ も再 調 査 の課 題 と した い。
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図!.歯 舞 諸 島 産 ヤ チ ネ ズ ミか ら得 られ た寄 生 蠕 虫 類(bar=0.lmm)

-1お よ び 一2:色 丹 島 産 タ イ リ クヤ チ ネ ズ ミか ら得 られ た 蝕 鰭 切oぶαη㎜(幽 溜 力鋤oβ αη乙澱の

」醤溜88z/功'、 シ ンmフ 隆 起 線(1、 雌)と 雄 尾 部(2)

-3:色 丹 島 産 タイ リク ヤ チ ネ ズ ミか ら得 られ た 品 ・助8露zη 伽 彪〃2(雌 頭 部 お よ び 陰 門 部) .

-4:多 楽 島 産 タ イ リク ヤ チ ネ ズ ミか ら得 られ た 茄 妙 麓血汐 £ρ㎜o田(雄 尾 部) .

-5お よ び 一6:色 丹 島 産 タ イ リク ヤ チ ネ ズ ミか ら得 られ たAnoplocepha!oia'essp 、,頭節(5)と 虫 卵

(G).
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